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  横浜市 2023年度予算は、「子育てしたいまち 次世代を共に育む まちヨコハマ」  

を基本戦略に掲げ１月 27日に市長により公表され、 同月 31日に議案として横浜

市会に提出されました。本会議における 各会派等からの代表質問や議案関連質疑

を行い、2月 17日からは予 算第一・第二特別委員会が設置され局別審査が行わ

れ、ふもと理恵は、最終の総合審査の質問にたち市長とやり取りを行いました。 

横浜市は 2021年の夏にカジノ IR誘致反対派の新しい市長が誕生し、それまで横

浜市が強力に推し進めていたカジノ IR誘致が即時撤回され、大きく方針転換を果たすことが 出来ました。ま

た、中学校給食を全員給食で実施することも現市長は公約に掲げ、その 実現に向けた方針を盛り込んだ中期４

か年計画（2025年度までを期間とした 

横浜市の総合的な計画）が昨年 12月に 

横浜市会で可決され、中学校給食はデリ 

バリー方式により 2026年 4月から全 

員給食でスタートする運びとなりました。 

そして、今般の 2023年度予算において、 

小児医療費助成について、所得制限や通 

院 1回 500円までの一部負担金を撤廃 

して、中学校 3年生までの医療費を無償 

化することが盛り込まれました。 今後は、 

小児医療費助成の対象を高校 3年生に 

まで拡充できるように取り組んでまいり 

ます。 
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令和 5年度予算規

模 

 



 

 

総合審査の

記 録 
 

 ふもと理恵は、令和5年度予算第一・第二総

合審査において、会派を代表して質問に立

ち、郊外部の活性化、子育て・教育、女性の困

難・活躍支援等など 54 問にわたり市長や教

育長に質問提言をいたしました。以下は、ほん

の一部ですので、横浜市HPもご覧ください。 

 

 

特別市制度についての意見交換会における地域の皆様の声の受け止めと、機運醸成に向けての今

後の取り組みは？ 

 

【市長】  意見交換会では、「市民の理解の促進に向けて今後も丁寧

な説明をお願いしたい」あるいは「法制化に向けて国に粘り強く働き

かけてほしい」など、本当に様々な御意見を頂戴いたしました。私自ら

直接御説明することで、特別市の必要性をしっかりと伝える、これを

今後も続けてまいります。 

特別市の実現によって、市民生活がどういうふうに変わっていくの

か、どういうメリットがあるのか、こういうことを身近な事例を用いて

広報していきます。継続的に丁寧な説明を重ねることが重要でありま

すので、活動を通じまして、理解の輪を更に広げていきたいと考えて

います。 

 

特別市とは、市域内の地方事務すべてを担

い、二重行政を完全に解消することができ

る制度です。 そのため、行政サービスの向

上やニーズに沿ったきめ細かいよりきめ細

かいサービスを提供することができます。 

郊外部の活性化と子育て支援における(1)企業などと連携したいずみ野線沿線の今後の展開と、

（２）ヨコハマ市民まち普請事業「子育てプラス」の事業拡充の狙いは何か？（３）「住民発意のコミュ

ニティ活動への実現に向けた支援が必要」と考えるがどうか？ 

【市長】 （１）「学び・子育て」、「交流」のテーマ、さらに新たに「脱炭素

化」をテーマに加え、企業、大学、地域の方々と幅広く連携をして、再

生可能エネルギーの導入や、若い方々のアイデアを取り入れた行動変

容を促す取組などにより、魅力ある郊外部のまちづくりを進めてまい

ります。 

（２）まち普請事業では、地域の交流拠点などが整備され、子育て世代

から高齢者まで様々な方々との交流など、コミュニティ活動が育まれ

てきました。来年度から、これまで年間３件までとしていた選考数を増

やしまして、近年、提案数が増えてきております、育児期の交流拠点の

開設などをはじめ、子育ての取組を更に支援することで、子育てしや

すいまちを目指してまいります。 

（３）市民の皆様の発意をコミュニティ活動へとつなげていくために

は、お悩みや御相談に丁寧に寄り添うことが前提であり、全庁的な連

携はもちろんのこと、市民協働推進センターや18区の市民活動支援

センター、また地域ケアプラザなどの中間支援組織とも一層連携をし

てまいります。 

 

 

ヨコハマ市民まち普請事業とは 

市民の皆さんの、 地域の問題を解決

したい、 地域の魅力をもっと高めた

い、という思いを実現するための施

設整備に対して支援・助成を行う事業

です。アイデア出しから整備まで、市

民の皆さんが主体となることで、 地

域での活動の輪が広がることが期待

されます。 

 



 

 

【市長】 「子育てしたいまち」 

を実感いただけるよう、小児医療費助成の拡充、保育所の受入枠や一時保育の拡充、また、中学

校給食の全員給食の実現など、切れ目のない子育て支援策を着実に進めてまいります。あわせ

て、地域コミュニティの活性化、経済の活性化、まちづくりなど、あらゆる施策を子育て支援とい

う面で連携させるなど、横浜の魅力を総合的に高める取組を進めてまいります。 

 

 

ふもと理恵「市政報告会」へのお誘い 
日 時： 6月 11日(日)15：30-16-30 

場 所 ：立場地区センター2階中会議室 

内 容： 第 2回市会定例会報告など(予定) 

その他： 入場無料 

 

 

ヤングケアラーについての調査を令和 4年度に行ったが、令和５年度に実施する広報・啓

発の取組は？また、「学校のホームページに、ヤングケアラーに関する内容を掲載すべき」

と考えるがどうか？ 

【こども青少年局長】 啓発用リーフレットを学校や区役所等の関係機関に幅広く配布

するほか、子ども自身の相談を喚起する動画をＳＮＳに配信します。さらに、子どもた

ちを含めた市民お一人おひとりに関心を持っていただけるよう、マンガなど親しみや

すい媒体を活用した広報・啓発を展開し、ヤングケアラーに対する認知度向上と理解

の促進を図ってまいります。 

【教育長】 こども青少年局のホームページにヤングケアラーに関する様々な情報がま

とめられました。校長会におきまして、このページを御案内するとともに、学校のホー

ムページにリンクを貼る等の協力を呼びかけております。今後、ヤングケアラー支援

に関するリーフレットを全校配布する予定ですので、その機会を捉え、改めて学校の

ホームページへの掲載をお願いするなど、効果的な情報発信に努めてまいります。 

 

 

横浜市パートナーシップ宣誓制度のこれまでの実績とその受止めと、多様な性の在り方への

理解促進に向けた決意は？ 

【市長】 今年２月末現在で309組の方が宣誓されています。一方で市外転居、関係解消等を理由に22組の

方が宣誓書等を返還されています。 市民の皆様からは一定の評価をいただけていると感じております。多様

な性の在り方につきましては、当事者の御家族をはじめ、友人・職場など周囲の方々の理解が不可欠であるこ

とを念頭に置きまして、この制度を今後も着実に運用していきたいと考えております。 

性的少数者の方々を傷つける言動はあってはなりません。交流スペースなどの当事者支援事業、また、市民・

事業者の皆様に向けた啓発、パートナーシップ宣誓制度などの取組を、市がしっかりと推進していくことが多

様な性の在り方への理解の促進につながります。 

 

 

 

基本戦略の推進に向け、令和５年度に力を入れる点は？ 



 

 

 

 

🌸15,787票をいただき、 

 
 

【202２年度】 

常任委員会：こども青少年・教育委員会(委員長)                    

特別委員会：基地対策特別委員会 委員 

そ の 他：横浜市都市計画審議会 委員 

      立憲民主党神奈川県連合 幹事長代理 

会   派：副団長 

横浜市会議員選挙（泉区/定数３-候補者７） 

九日間にわたる選挙戦の中で、まちの中をお騒がせしました。 

これまでふもと理恵が取り組んできた、そして今後も取り組んでいきたい 4つの政策の柱 

「こどもの笑顔あふれるまちへ」   「いきいきと暮らせる福祉のまちへ」 

「安心して暮らせる福祉のまちへ」 「住み続けたい泉区へ」 

をとにかくお伝えし続けた選挙でした。 

これからの横浜を、DX の取り組みや行財政運営の効率化、新たな価値の創造を図りながら、災害・環境対策

など今日的な課題を解決し、平和や人権尊重を基調としたまちとしてつくりあげてまいります。 

今後も、皆様とともに考え、切実な声を市政に届ける役割をしっかりと努めてまいります。 

 

 

 

 

 横浜市会議員          プロフィール 

（泉区） 

ＮＯ、５３  横浜市会議員（泉区）  ふもと理恵         討議資料 

 

 

 

  
 

 

 

 31年間の小学校教職員を経て、横浜市議に。 
２０１０年初当選（現在４期目） 
 
【2022年度】 
常任委員会：こども青少年・教育委員会 委員長 
特別委員会：基地対策特別委員会 
会   派：副 団 長 
そ の 他：横浜市都市計画審議会委員 
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お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です!! 
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